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「行革とパー キン ソンの法則」

　昔 、 むか し、「パ ーキン ソ ン の法則亅と い う本を読ん だ こ とがある。 行政官庁を始め とす る組

織体の 意思決定、人間関係に つ い て研究 し、まとめ た （揶揄 した）もの で、「なるほ ど」 と感心

した。い くつ か の 「法則』の 1 つ に 、 「1  円 、 1500円程度の 紅茶の 銘柄を決めた り、 数百億円

規模の建物建設を決断す る の に さほ ど時間は要 しない 。 とこ ろが、50万円か 70万円か けて 自転

車置 き場を作 るとなる と、意見は 噴出 し議論は長時間に 及ぶ 」と言っ た内容の もの が ある 。 余

りに些細 なこ と 、 日常的思 考を遙か に越 えた 壯 大 な
’

こ と に 十分 な検討時間を割 くこ とは な

い
。 と こ ろ が 、 経験の 枠内、経験の 近延長上 にある こ とには 、 誰 もが

一
家言 をもち、一言言わ

ず にはお られ ない 。そ んな こ とを言 い 当て た 「法則亅で ある 。

　とこ ろで 、こ の ところ我が国の 財政状況、経済状況が芳しくな く、官民 を問 わず 、 規模 の 大

小 を問わず、日本の 至る所で ス リム 化、リス トラ 、 統廃合など、抜 本的 な組織の 見直しが進行

して い る 。 我 々 に直接 関係す る とこ ろで は、行政改革の
一

環 として文部省と科学技術庁の統合、

大学、研 究所 の 法人化、そ して、日本学術会議の組織改革などが重要課題 として取 り上げられ

て い る 。 行政官庁の 統廃合な ど、多くの 研究者に と っ て 感心 もな く、 見過 ごすの み である 。 そ

れ で特に困る こ と もない 。 しか し、 大学 、 研究所の 法人化や 学術会議の 組織改革 となる とそう

もい かな い 。 どう変わるにせ よ、新 しい 組織 の 中で 生 きて い かね ば な らな い か らで ある 。 行 ・

財政改革は急速に推進され る だろ うし、 その
一

環 として 、少な くとも一
部の大学 、 研究所の 法

入化は避け られない 。 あれ よ、あれ よと言う間に大学 も研究所 も
一

変す るだろ う 。 学術会議の

改革 も、そ の 基 盤 で ある学会組織 まで 巻 き込ん で 変わ る に違 い な い
。

　こ ん な時、何 もしない とい うの も 1 つ の 賢明な対応方法 であ る 。 も う 1 つ の 方法 は 、 構造 の

変化 に積極的 に 関わ り、少 しで も自ら に利する 方向を模索す る こ と で あ る 。 た だ こ こ で 注意す

べ きは 、 変革期にあ っ て何 もしな い で い られ る の は マ ジ ョ リテ ィ で あ り、強い 立場の者に 限 ら

れ る とい うこ とで ある 。 通常、世の 中は、強い 者が 本質的に困らない よう、 変わ るか らで ある m

マ イ ノ リ テ ィ 、弱者は そ うは い か ない 。 何もしなけれ ば変革期に必ず犠牲 とな り、ひ どい 目に

あう、 何 も為さなか っ た弱者が 、 大切な もの をす っ か り失 っ て しまっ た 例は、民族紛争、経済

競争や その 他大小さ まざまな
‘
変革 の 中に 多数見つ ける こ とが で きる 。

　我が国の学界は、50数年前の 終戦時以来の 大変革期 を迎 えて い る 。 こん な中、さて 、 わが学

会は強者か弱者か、考えて み る の も悪 くない 。我 々 の 直面 して い る課題は、我 々 の 日常尺 度に

比べ 余 りに大きい が、それ で も 「パ ー
キ ン ソ ン の 法則亅を遵守する必要 はない の で ある 。
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